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はじめに 

 

学校部活動は、スポーツ・文化芸術に興味・関心のある同好の生徒が自主的・自発的に

参加し、各部活動の責任者の指導のもと、学校教育の一環として行われている。 

体力や技能の向上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教員

等との好ましい人間関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の

涵養に資するなど、学校という環境における生徒の自主的で多様な学びの場として、教育

的意義も有している。 

本校の部活動は、「本ガイドライン」に基づき、生徒にとって望ましいスポーツ・文化

芸術活動となるよう、また安心・安全で適切な部活動の運営に取り組めるよう策定する。 
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１．学校教育の一環としての部活動 

 

（１）学校部活動の意義 

部活動は、学校教育の一環として、学級や学年の枠をこえて、興味や関心を持つ同好の

生徒が自主的・自発的に集い、指導者の指導のもと、個人や集団としての目的や目標を持

ち、切磋琢磨することを通して、人間関係の大切さなどを学ぶことができる活動である。 

部活動における教育的意義や効果を高めるため、短期間で活動の成果（試合に勝つな

ど）を求めること以上に、生徒が意欲的に参加できる環境づくりや生活のバランスを考慮

した運営を心がけるなど、適切かつ効果的な指導が必要である。 

 

（２）部活動の現状と課題 

 三重県教育委員会の令和４年度学校体育・部活動実態調査によると、県立高等学校（全

日制）における部活動への加入率は、運動部で約53％、文化部で約31％の合わせて約84％

となっている。 

 また、本校において、運動部への加入率は、運動部で約43％、文化部で約16％となって

おり、県立高校の加入率よりはやや低いものの、それでも全校生徒の約60％が部活動に加

入している。 

成長著しい時期や体の発育発達が不安定な時期に、過度な活動（休養日を設けない・長

時間の練習等）や効果的でない活動は、生徒の心身に大きな負担を与えるとともに、部活

動以外の様々な活動に参加する機会を奪うことにもつながる。  

加えて、過度な活動が続くことで、対象への興味・関心を失い、ドロップアウト（離

脱）やバーンアウト（燃え尽き症候群）に陥ることもある。そのため、適度な活動に向け

ては、休養日や活動時間の設定に配慮することが大切であり、また生徒の発育発達には個

人差が大きいため、指導者は「個に応じた指導」について配慮するとともに、部活動の指

導ではメリハリをつけ、活動終了後はできるだけ早く帰宅できるよう、帰宅指導を行うこ

とも大切である。  

なお、生徒の健全な成長には、家庭の役割も重要であることから、食事や休養（睡眠）

等の基本的な生活習慣を身に付けることについて、家庭との連携も不可欠となる。生徒の

家庭生活を充実させるためには、部活動の運営や方針について、家庭と共通理解を図り、

生徒の健全な成長を中心に据える活動が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）安全面への配慮 

体育・スポーツ活動には、怪我等に結びつきやすい要素や要因が多く含まれている。特

に運動部では、保健体育の授業よりも、活動の強度や量が増すことから、怪我等の発生や

場合によっては重篤なケースが起こることも考えられる。  

（参考） 

日本スポーツ振興センター「学校事故事例検索データベース」より  

Ｈ17～R3の障害見舞金件数 体育・保健体育授業 977件／体育的部活動 2,545件  

Ｈ17～R3の死亡見舞金件数  体育・保健体育授業   93件／体育的部活動    229件 

学校においては、怪我や事故を未然に防止し、安全な活動を継続するため、学校全体で

共通理解を図るとともに、手立てや救急体制の明確化等の整備が求められている。 

 

２．適切な部活動の運営の在り方 

 

（１）適切な活動計画の作成と共通理解 

学校は、学校教育目標や本ガイドライン等に基づき、部活動の意義を踏まえた学校部活

動運営方針を作成し、各部活動の指導者をはじめ全教職員は、この方針で示された指導の

ねらい、指導上の留意点等について共通理解することが必要である。そのうえで、指導者

の指導理念を示すとともに、生徒の志向や能力、保護者の願いなどを十分に汲み取り、各

部活動の活動計画等を立てることが必要である。  

指導者は、活動方法の工夫等を行いながら、過度な指導とならないよう、生徒の発育・

発達段階に応じた活動日数や活動時間を設定し、年間計画・月間計画・日々の活動計画を

立てることで、生徒に活動の見通しを持たせながら、活動を展開させていく必要がある。 

学校部活動運営方針や各部活動の活動計画と活動実態(時間、内容等)を、適宜振り返る

ことで、部活動が適切に運営されているかどうか検証し、必要に応じて見直すことが重要

である。  

（活動計画作成のポイント） 

  ・学校教育目標、部活動運営方針を基に計画する。 

  ・生徒の発達段階、運動能力、活動経験等を考慮する。 

  ・体育祭、文化祭等の学校行事に配慮する。 

  ・放課後の活動は、日没時間等の安全面を考慮し、下校時間を設定する。 

（２）参加大会等の精選 

 日常活動の成果を発揮する場として、高体（文）連主催の大会やコンクールのほか、関

係団体が主催する大会等が多く開催されているが、週休日（休日）に開催されることが多

いため、生徒や指導者は、週休日に休養が取りにくくなっている。 

大会等への参加は、日常活動の成果や課題を確認できるなど、十分に意義のあるもので

あるが、生徒・指導者の健康面や安全面、さらには費用等の負担についても配慮しなけれ

ばならない。そのため、学校においては、生徒・保護者へ理由等を十分説明したうえで、

参加する大会やコンクール、校外での練習試合、合同練習会について精選することが必要

である。 



 

（３）休養日・活動時間の設定 

【休養日】 

 成長期にある生徒のスポーツ障害や事故を防ぐためには、休養日を設定し、生徒の心身

の疲労回復や負担軽減を図るとともに、発育・発達過程にある不安定な時期には、オーバ

ーワークにならないよう配慮する必要がある。 

過度な活動により、「部活動の練習等で疲れて、授業に集中できない」となれば、学校

教育の一環としての活動から外れたものになりかねない。  

指導者が生徒のことを考え、「上達させたい」や「大会で勝たせたい」と願い、生徒も

「大会等で結果を残したい」という思いから人一倍練習しようとするが、生徒の健康や安

全を最優先し、活動計画を立て、活動の見通しを持つことが必要である。 

（休養日の設定） 

  1 週間のうち、1 日は休養日を設定する。（土曜日または日曜日の 1日） 

  ※大会等の日程により、上記のとおり休養日が設定できない場合は、事前に活動計

画等により校長の承認を得るとともに、できる限り同一週に休養日を設定する。 

   ※生徒の状況（疲労蓄積等）によっては、休養日を複数日設定する。 

≪週休日に休養日を設定できない場合の対応≫  

○ 各学校体育・文化連盟等が開催する大会等について、会場借用や役員派遣の関 

係から、週休日に大会等を開催せざるを得ない実態がある。年間又は月間の活動 

計画により、活動（参加大会等）の見通しを持ち、必ず休養日を設定する。 

○ 週休日に開催される大会等において、勝ち残るなどの理由から、引き続き翌週の

週休日にも活動しなければならない場合は、適宜、その間の平日に休養日を設定

したり、その大会等の終了後、まとめたりして（連続した）休養日を設定する。 

【活動時間】 

 生徒の体力や技能を考慮し、過度な負担にならないようにするとともに、競技の特性や

シーズンの有無も考慮しながら適切に設定することが必要である。 

活動時間を適切に設定することにより、生徒の家庭学習や睡眠時間の確保等につなげる

ことができる。 

活動は、長時間行えば好成績につながるとは限らない。指導者は、活動の質を高め、短

時間で効果的な活動により成果が出せるよう、日々の活動を見直すことが重要である。 
（活動時間の設定） 

・平日は、３時間以内とする。 

・休日および長期休業中は、４時間以内とする。 

   ※放課後の活動時間については、季節等による日没時間を考慮して下校時間を設定

するなどの配慮が必要である。 

≪活動時間を延長する必要がある場合≫ 

   〇 大会前等（練習試合等含む）、やむを得ない事象から活動時間を延長する場合

は、事前に活動計画等により校長の承認を得る。休養日を複数日設定するなど、

生徒の健康面・安全面に配慮し、過度な負荷とならないよう留意する。 

 



 

（４）適切な部活動指導に向けた研修 

 日々の活動において、指導者自身の経験則に頼るだけではなく、専門的な知識や最新の

指導方法を身に付けることで、より効果的な指導にあたることができるようになる。  

技術指導のためだけではなく、生徒の健全な成長、望ましい部活動運営、生徒の安全確

保等の指導者自身の指導力向上の観点からも、研修会に積極的に参加することも必要であ

る。 

 

（５）部活動指導の在り方の見直し 

部活動の設置・運営は学校の判断により行われるものであるが、その本来の目的を十分

に果たし、生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境となるよう、部活動を実施する

場合には、生徒や教員の数、部活動指導員の配置状況を踏まえ、指導内容の充実、生徒の

安全の確保の観点から円滑に部活動を実施できる部活動数とする必要がある。  

 

（６）体罰等の根絶 

 部活動の指導は、生徒の健康状態、心身の発達状況、技能の習熟度、安全確保等を総合

的に考え、合理的な内容と方法により行う必要がある。  

指導と称して殴る、蹴る等の行為はもちろんのこと、その他、特定の姿勢を長時間にわ

たって保持させる等の行為によって生徒に心身の苦痛を与えたり、パワーハラスメントと

判断される言葉や態度による脅し、威圧・威嚇的発言や行為、セクシャルハラスメントと

判断される発言や行為等、生徒の人間性や人格の尊厳を損ね否定したりする行為は決して

許されない。体罰等は、直接行為を受けた生徒のみならず、その場に居合わせてその行為

を目撃した生徒の心にも悪影響を及ぼす可能性がある。 

体罰は学校教育法でも禁じられている決して許されない行為であり、部活動の指導にお

いても、体罰を「厳しい指導」として正当化することは、あってはならない。各種研修等

を重ね、指導力の向上を図るとともに、生徒の「心に響く指導」を心がける必要がある。  

また、これらの行為については、部活動内の先輩、後輩等の生徒間でも同様のことが行

われないよう注意を払うことが必要である。 

 

（７）安全管理と事故発生時の対応 

 部活動は、学校管理下において行われる活動であり、生徒の安全な活動が大前提とな

る。そのため、実施にあたっては、一人の指導者だけでなく、できれば複数の指導者によ

る指導・監督体制が望まれる。 

日常、生徒と指導者が事故防止に対する意識を高めるとともに、事故を未然に防ぐため

の行動がとれるようにすることが大切である。そして、万が一の状況が発生した場合に

は、関係者が適切かつ迅速に対応することが重要である。 

 

① 健康状態の把握  

・指導者は、部員が日ごろから自分の健康管理について関心を持つよう指導するととも

に、部員が自分の身体に異変を感じた時に、直ちに指導者に伝わる体制等（伝えやすい



 

環境づくりなど）を整える。  

・指導者は、体調がすぐれない生徒に対して、活動を中止させるなど適切な対応をとる。  

・健康診断等で異常が認められた生徒に対しては、保護者、養護教諭、学級担任等との連

携を密にし、活動の可否の確認や健康状態の把握に努める。 

 

② 健康状態の把握  

・指導者は、部員が日ごろから自分の健康管理について関心を持つよう指導するととも

に、部員が自分の身体に異変を感じた時に、直ちに指導者に伝わる体制等（伝えやすい

環境づくりなど）を整える。  

・指導者は、体調がすぐれない生徒に対して、活動を中止させるなど適切な対応をとる。 

・健康診断等で異常が認められた生徒に対しては、保護者、養護教諭、学級担任等との連

携を密にし、活動の可否の確認や健康状態の把握に努める。 

 

③ 個人の能力に応じた指導 

・生徒の個人差に配慮した活動内容や方法を工夫し、段階的な指導を行う。 

・特に運動部では、非日常的な身体活動が展開される場合がある。新しい内容（技）や難

度の高い技術の練習には、必ず指導者が付き添い、生徒に無理がかかる状況をつくらな

いなど、能力に応じた活動とする。 

 

④ 特性を踏まえた合理的な指導 

・「なぜ、この練習が必要なのか」、「この練習を繰り返し行うことで、どのような力が

身に付くのか」など、活動の目的や方法について、生徒に理解させる。  

・基本となる技能（柔道の受け身等）を大切にした活動を丁寧に実践することで、事故を

未然に防ぐ。 

・科学的な指導内容や方法を積極的に取り入れるようにする。このことは、生徒の発達の

段階を考慮せず、肩、肘、腰、膝などの酷使によるスポーツ障害を防ぐためにも必要で

ある。 

 

⑤ 施設・設備等の安全点検と安全指導  

日ごろから活動場所や使用器具等の安全点検を実施し、生徒にも安全確認の習慣化を図

るようにする。 

 

⑥ 指導時の指導者の立会  

・安全な活動の実施のため、原則、指導者は活動場所で指導する。  

・指導者が活動場所に立ち会えない場合は、他の顧問等と連携、協力したり、危険性が高

いと考えられる活動を生徒が行わないよう指導したりして、生徒の能力に応じた段階的

な活動をするなど、安全に配慮すること。 

 

 



 

⑦ 天候等を考慮した指導 

【熱中症対策】  

活動時の気象情報には十分留意する。特に、夏の高温・多湿の状況下においては、適切

な水分補給や健康観察を行い、熱中症等に注意する。  

熱中症を予防するためには、気温や湿度など環境条件に配慮した活動が必要である。活

動現場の環境条件を把握する指標として暑さ指数（WBGT）が用いられており、暑さ指数を

基準とする運動や各種行事の指針を予め整備することで、客観的な状況判断・対応が可能

になる。  

学校は、熱中症警戒アラート発表時の対応も含め、暑さ指数の測定場所や測定のタイミ

ング、指数の記録及び関係する教職員への伝達体制を整備する必要がある。部活動の指導

者は、活動の前や活動中に暑さ指数を測定し危険度を把握するとともに、指数に応じた注

意事項等を参考にすることで、より安全に部活動を行うことができる。例えば、運動部活

動は、体育よりも運動強度が高いことや防具を着用する競技では薄着になれないこと等、

よりきめ細かな配慮が必要である。 

 本校においては、「熱中症の対策と対応について」（資料１）、「体育・部活動時における

熱中症予防に関するガイドライン」（資料２）を策定し、生徒の安全を確保すべく対応す

ることとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（資料１） 

～熱中症の対策と対応について～ 

 

1. 熱中症とは 

 暑熱環境で生じる障害の総称で、熱失神・熱けいれん・熱疲労・熱射病（重

症）に分類されます。 

熱失神 めまい、失神等などの症状 

熱けいれん 四肢や腹筋のけいれん、筋肉痛が怒る 

熱疲労 全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、嘔吐、頭痛など 

熱射病 高体温と、意識障害→死亡率が高い、救急車の要請と冷

却処置 

＊反応が鈍い、言動がおかしいなど少しでも意識障害がある場合は、重症だと疑

う。 

 

2. 熱中症予防の原則 5 カ条 

① 環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

 運動はなるべく涼しい時間帯にするようにし、休憩を頻繁に入れこまめに水

分補給をする。激しい運動時には休憩は 30 分に 1回が望ましい。 

② 暑さに徐々に慣らしていくこと 

 急に暑くなった時に熱中症は多く発生する傾向にあるため、1週間程度で

徐々に慣らしていく必要がある。 

③ 個人の条件を考慮すること 

 運動前の体調のチェックや、運動中の健康観察を注意深く行い、下痢・発

熱・疲労など体調が悪い人は、無理に運動をしない、させないようにする。 

④ 服装に気を付けること 

 服装は軽装とし、通気性のよい素材にする。直射日光は帽子で防ぐようにす

る。 

⑤ 具合が悪くなった場合には、早めに運動を中止し、必要な処置をすること 

 日頃から体調が悪くなった時に生徒が言いやすい雰囲気づくりを行い、生徒

の変化に気づけるようにする。 

 

3. 熱中症が起こりやすい条件とは 

 高湿度・急な温度上昇などには要注意！ 

 気温が高い時はもちろんのこと、気温がそれほど高くなくても湿度が高い場

合は発生しやすい。発生しやすい時刻としては、10 時から 16 時の間に多く

見られる。（暑い季節は、朝や夕方でも要注意です） 

 肥満傾向の人、体力の低い人、暑さに慣れていない人、体調の悪い人は要注

意！ 

 学校の管理下の熱中症死亡事故は、7割以上が肥満傾向の人といわれていま



 

す。（独立行政法人日本スポーツ振興センターより） 

 ランニング、ダッシュの繰り返しには要注意！ 

 学校の管理下で起きている熱中症の事故は、運動部の活動中に起きているも

のが多く、練習内容をみるとランニング・ダッシュの繰り返しによるものが

多い。 

 

4. 熱中症予防運動指針について ＊暑さ指数（WBGT（湿球
しっきゅう

黒球
こっきゅう

温度
お ん ど

））を指標とした

熱中症予防運動指針→熱中症を予防することを目的とした指標の 1つ 

＊9：00、12：00、15：00 の 1 日 3 回測定し、職員室前の黒板のホワイトボードと、グル

ープウェアの掲示板に数値を掲示する。 

 

5. 生徒への指導のポイント 

 屋内外に関わらず、こまめに水分を補給させ適宜休憩を入れる。 

 常に健康観察を行い、体調の変化に注意する。 

 生徒の運動技能や体力の実態、疲労の状態等をしっかりと把握し、異常がみ

られたら声をかけて早め早めに休ませるようにする。 

 体育時や部活動中のマスクを外すことについての声かけを行う。 

 

 

 

（資料２） 

QR コードを読み取ると、環境省が更新している熱中症警戒アラートが発令されて

いるかどうかがチェックできますので、三重県の状況を確認してみてください。 



 

体育・部活動時における熱中症予防に関するガイドライン 

 

熱中症対策のため 7月より暑さ指数（WBGT）の測定を開始します。 

 9：00、12：00，15：00 に測定し、職員室前の黒板とグループウェアの掲示板にて周知させていただ

きます。 

体育の先生や顧問の先生方は暑さ指数を確認して、下記のガイドラインに沿って部活動等の実施をお願

いいたします。 

 生徒の命を守るために、ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

WBGT  必要な対策 注意点 気温 

31℃以上 危険 運動は原則中止 ・運動部活動は原則として禁止 

・やむなく活動する場合は、必ず顧問の管理下で

活動する。 

・こまめな水分と塩分の補給、休憩を十分に取る。 

・継続時間は 15 分を目安とする。 

・生徒の体調確認、声かけをこまめに行う。 

・活動終了後、生徒の下校を確認する。 

35℃以上 

28～31℃未満 厳重警戒 激しい運動は 

控える 

・必ず顧問の管理下で活動する。 

・原則として、熱不可の大きい運動は行わない。 

・生徒の体調確認、声かけをこまめに行う。 

・こまめな水分と塩分の補給、休憩を十分に取る。 

・活動終了後、生徒の下校を確認する。 

31～35℃ 

25～28℃未満 警戒 積極的に休息 ・必ず顧問の管理下で活動する。 

・積極的に休息をとり、水分・塩分補給を行う。 

・生徒の体調確認、声かけをこまめに行う。 

・活動終了後、生徒の下校を確認する。 

28～31℃ 

25℃未満 注意 積極的に 

水分補給 

・顧問の管理下で活動する。 

・活動の合間に積極的に水分・塩分の補給をさせ

る。 

・生徒の体調確認、声かけをこまめに行う。 

・活動終了後、生徒の下校を確認する。 

24～28℃ 

 

 

 

 

 

 

 



 

終わりに 

 

「本ガイドラインおよび方針」は、現行の「三重県部活動ガイドライン」を参考に、本校の現状も

踏まえ、現時点での方針の大枠を示したものである。 

 今後、「本ガイドラインおよび方針」については、本校の部活動を取り巻く状況や国・県の動向を踏

まえ、必要に応じて見直しを行っていくこととする。 

 

 

以 上  


